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概要 
扁桃体の関連性感知は，主体にとって意味ある情報
を「見いだす」ことである．その際に「保護されてい
る」という認識の枠組みを伴った遊び状態であるとき
にユーモアが生じると考えられている．この理論は，
優越理論における攻撃性を見いだすとき，エネルギー
理論における抑圧された暴力的ないし性的な要因を見
いだすとき，そして不調和解消理論における新たな関
係性や間違いを見いだすとき，ユーモアが生じると捉
えると，これらの先行理論と整合するように見える． 
 
キーワード：ユーモア(humor)，扁桃体(amygdala)，不
調和解消理論(incongruity resolution theory)，エネルギー
理論(energy theory)，優越理論(superiority theory) 

1. はじめに 

扁桃体の関連性感知という役割を中核に据えたユー

モア理解の言語理論が提案されている[13]．関連性は，

「ある事柄が，自分の目標達成，自分の欲求実現，自

分が有する幸福や属する種の幸福の維持に(楽観的で

あれ悲観的であれ)有意な影響を及ぼすならば，それは

関連性のある事柄である」(p. 311)と定義されている[14]．

この事柄を「見いだす」ことが関連性感知であり，扁

桃体はその中核を担う[14]．その際，「保護されている」

という認識の枠組み[3]を伴った遊び状態[2]であるとき

にユーモアが生じるというのがその理論[13]の骨子で，

ここではこれを「見いだし」理論と呼ぶことにする． 

先行研究として，ユーモア理解に関する理論は数多

く提唱されているが，それらは優越理論，エネルギー

理論，そして不調和解消理論に大別できる[1][11]．ここで

はまとめてユーモア理解の三大理論と呼ぶことにする．

本研究では，「見いだし」理論[13]と三大理論との整合性

に関する理論的な検討を試みる． 

2. 「見いだし」理論 

「見いだし」理論では，脳の部位と意味づけ論[5][17]

を関連づけ，以下のプロセスモデルを提案している[13]． 

(1) 側頭葉の聴覚野や後頭葉の視覚野で言語的な外的

情報を受け取る(聞き手や読み手は情況[こころの

なか]でコトバ[意味を担うまえの刺激]を受け取る)． 

(2) 大脳の外側領域や内側領域，そして皮質下領域や小

脳などが関与して情報を補填し，発話の意味や発

話者の意味の構成を開始する(共有感覚[文脈情報

等との無矛盾の監視]を手掛かりとしてコトバの把

握[対象把握や内容把握による発話の意味の構成，

意図把握や発話態度の把握や表情把握による発話

者の意味の構成]の処理を並列的に開始する)． 

(3) 内側前頭前野や島皮質が協働して，共有感覚[一貫

性の監視]を手掛かりとした不調和の感知[予測誤

差の検出]をし，その不調和を解消するための適切

な処理を開始する(共有感覚が得られずに不調和を

感知した際は，辻褄合わせを試みる)． 

(4) 扁桃体は，不調和を解消するために環境を探索し，

関連性を感知することで不調和を解消する．その

際に，「保護されている」という認識の枠組みを有

しており遊び状態であればユーモアを生じる． 

3. 優越理論 

古来の理論的研究は，「攻撃性」がユーモアの本質的

特性とみなしており，各理論が注目する要因に応じて，

優越理論，非難理論，攻撃性理論，価値低下理論など

と呼ばれてきた[11]．優越理論[9]は，他人や過去の自分

の劣る側面を提示し，相対的に現在の自分が突如とし

て優位な立場を享受することでユーモアを生じると説

明する．一方，非難理論，攻撃性理論，価値低下理論

は，他人や過去の自分の劣る側面の重要性を強調する．

しかし，現在の自分が優位な立場であったとしても，

必ずしもユーモアが生じるわけではない．その優位性

や攻撃性に，関連性を「見いだす」とき，そしてその

際に「保護されている」という認識の枠組みを伴った
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遊び状態であるときにユーモアが生じると考えられる．

そのように考えると「見いだし」理論[13]と優越理論と

は整合するように見える． 

4. エネルギー理論 

産業革命のころにエネルギーという概念が発見され

ると，「心的エネルギーの放出」理論[7][15]や，「心的エ

ネルギーの捉え方としての真面目状態から遊び状態へ

の反転」理論[2]が提唱され，両者を総称して「エネル

ギー理論」と呼ばれている[1]．しかし，心的エネルギ

ーが放出されても，必ずしもユーモアが生じるわけで

はない．普段は抑圧された性的な要因や暴力的な要因

が自分にとって関連性があることと「見いだす」とき，

そしてその際に「保護されている」という認識の枠組

みを伴った遊び状態であるときにユーモアが生じると

考えられる．そのように考えると「見いだし」理論[13]

とエネルギー理論とは整合するように見える． 

なお，反転[2]に関しては，既に「見いだし」理論[13]

で言及されているように，単に真面目状態から遊び状

態に反転しても，必ずしもユーモアが生じるわけでは

ない．関連性を見いだした際に「保護されている」と

いう認識の枠組みを伴った遊び状態であるときにユー

モアが生じると考えられることを付記する． 

5. 不調和解消理論 

不調和解消理論[4][6][16]では，段階的な処理が関与する

と提案している．まず，いつもと違う何か[6]や曖昧で

不調和な何か[4]という不調和を感知する段階がある．

次に，そのギャップを埋める「新たな関係性」を見い

だしたり[8][12]，思い込みの「間違い」を見いだしたり[10]

してその不調和を解消する段階がある．ユーモアが生

じる際には，このような段階的な処理が関与するとい

うのが不調和解消理論の骨子である．ただし，不調和

を解消したとしても，必ずしもユーモアが生じるわけ

ではない．解消した不調和が自分にとって関連性があ

ることと「見いだす」とき，そしてその際に「保護さ

れている」という認識の枠組みを伴った遊び状態であ

るときにユーモアが生じると考えられる．そのように

考えると「見いだし」理論[13]と不調和解消理論とは整

合するように見える． 

6. おわりに 

以上の検討から，「見いだし」理論，すなわち扁桃体

の役割を中核に据えたユーモア理解の言語理論[13]は，

ユーモア理解の三大理論と整合しうると考えられる． 
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